
 

  

 

 七夕は五節句のひとつで、縁起のいい「陽数」とされる奇数が連なる  

7月 7日の夕べに行われるため「七夕の節句」といわれているそうです。 

 

 

   

七夕飾り 

七夕飾りの笹竹は、天の神様が依りつくところとされています。そのため、願いを込めた

飾り物を笹竹につるし、天に向かって掲げるのです。また、短冊の色には中国の思想家・

孔子が礎を築いた五徳の意味があります。それぞれの五徳に合った願いごとを書くと願

いが叶いやすくなるといわれています！ 

＊ Happiness News ＊ 

 

        

Instagram 

七夕の由来・起源 

七夕は、遊んでばかりで働かなくなった織姫と彦星を戒め、働くことを条件に年に 1 度

だけ再開することが許された中国の〖七夕伝説〗をもとに、技芸の上達を願う〖乞巧

奠（きっこうでん）〗が生まれ、日本古来の〖棚機津女（たなばたつめ）〗の伝説や、〖

お盆前の清めの風習〗などが結びついて現在のようなかたちになったそうです。 

青や緑の短冊：人を思いやる心の「仁」        自分自身の成長を願うときに 

赤の短冊：仁を具体化した感謝の「礼」        両親や親族に関する願い事に 

黄の短冊：誠実さや約束を守ることの「信」     人間関係に関する願い事に 

白の短冊：私利私欲にとらわれない「義」       自分の決め事を短冊に 

黒や紫の短冊：学業に励み向上を目指す「智」   学業の向上や資格取得などの願い事に 

 


